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th占randasthesoiltemperathrefallsabout14- migratedeepintothesoilbe一owthefrostline.

170, and thetemperatureofthe lower part Thisseasonal.verticalmovementofthewhite

bccomcshigherthanthatoftheupperone,they grubsseePS･tbbecausedbytheirthermotropism.

1'opulation ofWhite GrulISin theNursery OfYollng CcderPlant KeizoKomẑ

(EntomologicalLab'O-ra.tory, K6clliUniversity, K6chi)･ Received'Nov･8,1956･Bob,"･

'̂agaku,22,104-107,1957,(W坤 .Englishresume,197). ＼

18.･スギ苗畑に棲息するコガネムシ幼虫個体数の動き 小島堂三 (高知大学 良学部 見出学

研兜窒)31.ll.8 受理

謹 ん で 森 川 忠 曹 博 士 の せ 稀 を 祝 賀 し奉 る.

スギ田畑の士族中におけるコガネムシ類幼虫の個体数の動きを季節的にしらべた.1また同時に個体

肘の分布型についても考窮を行つT=.

訂t棚 における叔大の苦虫であるコガネムシ助山個体

†刑の自然状態での動きを知っておくことは,生態学的

にも応用昆虫学的にも重要なこIとである.私はこの･T

部.'Jを知るための調査を1953年に行った.然し貿Tr)と労

力などの関係で調査はわずかの回数しか行えず,不充

分なものであるが,その融架を報告する.

なはこの.3.g丑に御協力下さった林業試験場高知文場

械田志郎技'ET,元本山lLLlff舶主任杉本盟椙ili務官に厚く

お礼をlPL上げる.

調 査 方 ~浅

識知爪Li岡邦本山町にある本山首林智北山前畑のス

ギのid一椛を1953年2月9日,6月16日,･10月16日

に抑採り調査をした.この北山苗畑の土矧ま,LT.色火山ヽ
灰土で表土は托く,30cm～50cm の下には祖色の心
土が中った.調査した苗刺 ま幅 90cm,長さ12m の

もの6本.?.1952年春にスギを摘採し.以後普通に管

理していたものであっT:一したがって1953年2月には

1枇 L:の山一木があった.取1回の調査の直後に苗木を

抑採り'拭符を行った･6月.10月には2年生の田が

机見られてあったわけである.ー掘揺り調査に際しては

90cmxlzn を湘査叫位として, 転回各味よt)2個所

､ ずつ計12個所を3E粒しないようラテン方格法により定

めて.地下 30cm までの土を Ocm-15cm, 15cm～

30cm の2厄判こ別けて節別しながら,そこに接良して

いたコガネムシ幼虫を採災した.

また比較のために高知県長岡郡番長村日学にある高

知大学項学部構内の草地を同年3月4日と6月11日に

同様な方法で調査した.ここは川原であった所で多く

の磯を混じた砂質土であった.調査をした草地は前年

に少しく耕作された後に故国されてあった所で串がま

ばらに生.えていた.ここでの掴探りは毎回10田所ずつ

とした.
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棲息していた種類と幼虫の季節的な移動

北山苗畑で採頒されたコガネムシ幼虫の担税はヒメ

､コガネ Anomalatufocuprea､Motsclmlsky.ァカt:I

ロウドコガネ Autoserica.castaneaArrow, オオク

ロコガネ Lac7mosおrn?moT･OSa.Waterhousef マメ

コガネ PopilZiaJaponicaNewman, コフキコガネ

MelolonEhajapoTu'ca Burmeister,ナガチャコガネ＼

HepEoP砂glapiceaMotsc叫 S!y, ドゥガネ An0-

malacupreaHopeであり, その数は節1衣に示し

た.

日串での班斑はヒメコガネ,アカビロウドコガネ.

マメコガネ,コフキコガネ.ドゥガネ,サクラコガネ

Tablel･ Individualnumberof･whitegrubs

collectedatKitayamanursery,■where12placeS
of90cmxlOOcm quadratweredigged･

Feb･91June16t
Depthofearth∴diggedincm .. 0-1515--30TOT-15 ~0-15

Lrhrva 7 ~18 I. 5 ,18.
A.rufdcuP a昔pLar,三; .̀16415 -_1 73 3

Pupa .10

･Ahrva 32 15 ∴ 41128 1A-caskznea 'ppYutaarva .245 182 7
Adult 26

L.moroia .Vhrva 101 1

･′p.japonica pAuHfra 7_ 1

･M.japonica/iLaLarT:aa 3 ･4

H.pz'cea 孟IALa琵…･.2 ･.1 1

Ac呼Tlea .JⅠIArVa 1 .1
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TtLblc2. 7m1ividualnumberofwhilegrubs
collcctcdtLtNissyOwhcrcthesurfaceofc.lrth
cov'crc(Iwithgrave).NumberofthegrubsiS
thetotald王ggedat10quadrat90E90cmx
lOOcm.

Date lMar･4 l June16
DepthofeaTthdiggedi丘cm 0-1515丁-300-15 15-30

A .,ufoaLP,ea叫 a.Tva 42 31 42 13J_ⅡLarva 6 2

A.castanea Ⅱ中rvaPupa 1 1

･Adult 1

pjapo如.Ca pⅠLarv a ･.′1 1I.Larva 28

M.j一ゆonica .II.arva 1

A.cup,eaL 甘tarvaAdult ･10. 13 ･4 ■

A.daiwn'ana.JI.arva 14 1

AnomaladaimianaHaroldであり,その数は節2

･表に示した.

北山では2月には地表～15cm の托さからも 15cm

-30cm からも幼虫が発見できたが.6月.10月には

15cm～30cm からは全く発見できなかった. これは

冬期は軌 ､所にもぐり,夏季には拭い所に出る季節的

の移動を示している.日韓では3月,6月柑こ地衣-

15cmから′も,15cm～30cmからも幼虫が発見されて

いるが.15cm-30cm に発見された幼虫数の割合は3

月よりも6月は少くなっているから,ここでも移動は

行われてはいるが.北山との環境の迎いにより同じよ

うには表われないのであろう.

1_世代に要する期間

北山汀棚で採H!されたコガネムシの中で個休数の多)
いヒメコガネとアカビ占ウドコガネの幼虫の齢期,鳳

J戊山の制令を帖Jml引こ図示するとml図となる.
･図にみるJ:うに附IlTl戊111Ⅰ矧 ま2封ほ も6月には2月

のものよ州 が柑こ移っていて,2月より齢の逸んだミ

ものが多くなっている･然し10F]には朽び左に移り2i.
月の形と約んど同じになっている.このことは6月か.

ら10月に至るmに牡代が変ったことを示している.ア1

カビロウドコガネは6月に既にIlqillと多くの郡がみら

0

'

5

)
t

la
3J

ad
t
(!.
h
ou
a
n
baJ
h

】卜 ⅠI m P I ､A

Lifestagesofinsects

Fig.1. AgedistributionsofAnomalarufo∴
aLPrea(○)andAulosericacastaneal(+),at
threedifferentseasonsinayear.- :February.
丁- :June,一･一:October･ /

■

れたし,ヒメコガネも煩がみられT:が,i6月の調義の

後にさらに両跡とも成虫になって10月にはそれらの成

虫が産んだ･卵よりふ化し新しい世代になってしまbた

ことを示してい◆る.これで両種共にこの地では1tLr代

に･25する期間は1年であることかわかった.

他の種籾は個体数が少くこの調査のみでは1世代に

要する悶問は推nrJできな-い.ただ6月に採旅したコフ

キコガネの3齢幼虫を飼符したところ.一封印にそのこ

とごと5が成虫になったから,コフ･･t;コブ/ネは2年と
みてよかろう.

個体数の動き

2月の湘ア王の田掛こm木を抑揺り.探印をしたので
B3脚こ大きな変化があった.まき付Fk'は1m!当り400
-500本の前木があるのが坪皿であるが,探伴後は49
-64本にする. この(17味はコガネムシの被告甚しく

成立本数が少なか?たが,孝れでも味矧こより苗木の

本数はいちじるしく減少している.このため幼虫の食

物となる根の量が減り,土地の収容力が減少したであ

ろう.掘採t)床啓はより機械的に幼虫を傷つけて殺し

たものも少しはあろう.また4月～6月は幼虫が老熟

する時で摂食塁が多くなるようである∴苗木の被告も

この時期に急に多くなる.摂食丑の増加から摂食活動

が盛になり,幼虫同志が経的し闘争をする機会も多<
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なって,そのためにも幼虫数が減少するであろう･第

3-21に示した北山における2月に対する6月の幼虫の

拭少‡糾ま以上の結只を示している一ものと思われる.̀

Table3. Decreaseofgrubpopulationsrepre-

･scntcd･王n percentage ratio.Lbetween two
differenttimesofob芦erVation,atKitayama

nurSery･

NameofspeciesJFeb･/JunefJune/Oct･lF9b･/Oct･

A.rufocupllea
A.casEanea

Averageoftotal

日韓に叫 ､ても弟4表に示したように減少している･

日額では北山のような人為的な環境の大変化はなかっ

たが,雑群が粗生しているだけの川原のような土地で

あったので,やはり食物の不足,̀幼虫間の闘争などに

よって, このような減少をしたのであろう.

Table4. Decrease of grub populations

rcpr9SCntedinpercentageratiobetweenMarch
andJune,atNissy6.

Spcc王es L Marl/June

･̂r.ufoaLPrea
Averageoftotal

32.10､
59.74

iTi木の状態はl戊山が産卵場所を選択する習性に大き

な形甥をあたえているように思われる.6月以後に新

第 22′巻-Ⅰ ＼

しく羽化した成虫は苗木の大きい床黙休よりも,m木

の小さいまき付床に多く産卵するようである.6月に

対する10月の減少率はこの産卵場所の選択の鮎'IRを示

している.10月には第1図に示したように幼山の齢相
成が越冬後の2月と殆んど同じ形になってしまってい

るから,2月に対する10月の減少率は越冬Jg]にオJける

まき付床と味替床q)幼虫の棲息数の違いを表わしてい

るとみてもよかろう.'tのようにまき付蝶の方がはる

かに棲息数が多いことは,､今までにしばしば経験して

･いる.

′ - 分 布型の動 き

北山,日章共に2月の幼虫の分布型はヒメコガネ,

アカビロウドコおネ,マメコガネも,また仝柾の合計

も P61ya-Eggenberger型分布に適合し班申分花を∫
しそいることがうかがわれる. 然し6月はいずれも

Poisson型に適合する.

春には個体数が少くても先申分布をする偵向の拙い

アカビロウドコガネまでが,Lかなりの桐休数を保ちて

いるにもかかわらず Poisson壁如こなるのは, 個体数

の減少の原因の多くが幼虫間の躍争によっていること

を示しているように思わn,る･

･10月には新しい世代の幼虫に移りかわったために6

月よりさらに個体数が減少しているのにヒブコ′ガネと

全種の合計は Pdlya-Eggenberger型になり,iT5ぴ2
月と同じ分布型にもどっている.ただラカビロウドコ

ガネはあまりにも個体数が少いために Poisson三日分

布をしているのであろう.

Tablc5. DistributionpatternofgrubsattwodiEfer9ntpointsanddifferentseasons.

Place IDateofobs. INameofspecieslx Is雪/x- lTypeofdistrib.ution
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摘 要

スギIHI'刑にわけるコガネムシ幼山の自然状怨での動

きを調べた.幼山には季節的な沌山移勅がみられた.
幼虫の仰淋 敬は2月以後6月までに約 60% 減少した.
まき付妹を伴日脚 こかえたために10月の新しい世代の
幼山の胴体数は6月よりさらに減少した. ､

幼山の分布一勤 ま2月は P61ya-Eggenbergeて型分布
に適合するが,6月にはPoisson型分布となった.然

し10月には再び P61ya-Eggenberger型分布となっ

た.

ウメコガネとアカビロウドコガネは1脚 tに1年を

空し,コフキコガネは2年を要した.

､J It占sum占

Thepopulationofwhitegrubslivinginthe

nurseryofyoungcederp一antwasinvestigated

-undertheir naturalcondition, and following

耶 22巻-I

rcsults~were′obt'linc(I;

1)IThegrubsmovedvcrticaTlywiththescagon.

2) Thclnumbcrorg一ut,9 (lccreasedtoab?ut

60% from FebrurlrytOJune.

3) Thenumberofgrubsofnewgcncrationin

October(lecreasedfurthermoreincompzlrisonwith

thatoftheprecedinggeneration inJune.Itis

thoughtthatthereasonwasthe.seed･bedhad

beenchangedto､theplanting･bed.

4) Th9frequencydistributionofgrubsagrecS

with the P61ya-Eggenberger ldistribution in

February,butinJuneitchangestothePoisson

distiibution,andinOctobercomesbacktothe

f()rmer.

5)ItisassumedfromthissurveythatAnomala

nLfocuL･rea and Autoserz'C,a castanea comlplete
theirlifecycleinoneyear,andMelolonlhaj̀ゆpnica

completesitintwoyears･

OntlleAnnualOccurrenceoftheTHceStem IlorerillShi許aPrefecture.Epidemiologyon

Crzilo sufPTleSSall'sWalker. Ⅰ.TomoyukiSm RIl10 (ShigaAgriculturalCol一egeandShi由

AgriclllturalExperimentStation,Kusatsu,Shiga).RcceivedNow.10,1956. BoEyu-Kagaku,

22,107-113,1957,(withEnglishresum卓,113). ノ
＼/

19･ 滋 賀県におけ る=カメイガ尭生の年次消長につし､て･ニカメイチユウの発生様相た関する
研死 節1和*新保友之 (泣fLm.<立凸井短期大学 ･滋男県凸菜試放物) 31.ll.10 受理t

末都 大学 に於 て榊 東周 を賜 わっ た恩師 巷川 忠曹 先生に本研究 を捧げ,′/
農作 寄 虫生飽研究 の枚 に続 く決恵 をあ らI:にす る もので あ も.

ニカメイガ幼虫の被掛こ対して, その発生を予恭することは, 既に実用の段掛 こ入ってLTる･ しか
してその方法としては, 永印の誘蛾灯転科をもとにした統計的なものが多い:本研充もこ 滋衷爪革

11tの凸菜試験場で苛辞されたⅦ前16坪田の那 斗について噂ら相関係数によって.二化供血に対する

気象条件及び符主稲3者の相互関係を明らかにせんと努力したものである.

本邦稲作等虫の竺rf頭にある二化塀虫の発生予矧 ま,

その正光性を利用して古くから各地で実施された予茶

灯調衣の誘殺成約により,他の病虫害にさきがけてい

ち早く実用の域に入った.併し,そのff†判ま田切の幼

出発!-F.や被告などの只づけを欠くまゝに,符ら相閑々

係を打山しては主に気教条件との脚迎を求め.iL!際の

経験を加味して予粥式の取立に努めて来た火冊である･
放近その会同的なtLI大l戊】)を見て,駅山研光の一転機

が弼きれた感が軌 ､.ホ研兜の一部分も.t馴 】的に玉

出な糊料 まその巾に採録されている.而して.滋把県

を台めての木研光と同校の検討は.かつて石倉の著が )

にも記;椛された所である.

*泣穴爪立n潔妃糊大学鬼山学研兜主菜机 節7号.

それにもかゝわらず敢えて木研兜を公プ三する所以は.

先ず祝雅柘まる蛙怨の脚yJを口附して,1'HRTlfT料を
分析77;･用すべき必%(とrfK･を感じたためであり,次に

一地域の発LL;脚IlTを,永印の変動を皿して明らかにす
ることの忠謁を認め.田にはこれを以て純分なりとも

滋門爪の左'1某に17献することを念暇したからである.
木研死の成るまでに抑散村.御鞭斑を賜わった京都大
学円田俊郎教授,:lliぴに環林省如桁近畿E3業試験%1筒

井喜代治技官に厚く謝意を表し,また終始変らざる協

力者,滋賀県員業試験場の田中伊和夫技師補及び予察

灯調査,豊凶考照試験,気象観測に従事せられた方々

に対し,琴く敬意を表する次第である･

資 料

予窮灯調査の資料は, 滋fTEfl,<現業試験場 に放ける
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